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(57)【要約】
　着用可能吸収性物品用の再利用可能外側カバー。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収性コアを覆うと共に、着用可能吸収性物品の外側を形成するよう構成される再利用
可能外側カバーであって、少なくとも１回の洗濯サイクル後、前記外側カバーが約２０％
以下の寸法の縮みを経験することを特徴とする、再利用可能外側カバー。
【請求項２】
　前記外側カバーが、第１の洗濯サイクルで第１の寸法の縮みを経験し、前記第１の洗濯
サイクル後の洗濯サイクルで続いて約２０％以下の寸法の縮みを経験する、請求項１に記
載の再利用可能外側カバー。
【請求項３】
　前記外側カバーが、第１の洗濯サイクルで約２０％以下の第１の寸法の縮みを経験する
、請求項１に記載の再利用可能外側カバー。
【請求項４】
　前記外側カバーが洗濯可能である、請求項１に記載の再利用可能外側カバー。
【請求項５】
　前記外側カバーが耐洗濯性である、請求項１に記載の再利用可能外側カバー。
【請求項６】
　前記外側カバーが、少なくとも１回の洗濯サイクル後、約１０％以下の寸法の縮みを経
験する、請求項１に記載の再利用可能外側カバー。
【請求項７】
　前記外側カバーが、第１の洗濯サイクルで第１の寸法の縮みを経験し、前記第１の洗濯
サイクル後の洗濯サイクルで続いて約１０％以下の寸法の縮みを経験する、請求項６に記
載の再利用可能外側カバー。
【請求項８】
　前記外側カバーが、第１の洗濯サイクルで約１０％以下の第１の寸法の縮みを経験する
、請求項６に記載の再利用可能外側カバー。
【請求項９】
　前記外側カバーが、前記第１の洗濯サイクル後の洗濯サイクルで続いて約２０％以上の
寸法の縮みを経験する、請求項８に記載の再利用可能外側カバー。
【請求項１０】
　前記外側カバーが、少なくとも５回の洗濯サイクル後に続いて約２０％以上の寸法の縮
みを経験する、請求項８に記載の再利用可能外側カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　概して、本開示の実施形態は、再利用可能吸収性物品に関する。特に、本開示の実施形
態は、再利用可能外側カバーを有する着用可能吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　着用可能吸収性物品としては、再利用可能おむつ及び再利用可能失禁用下着が挙げられ
る。着用可能吸収性物品は、着用者により着用されている間に体外排泄物を受け取り収容
することができる。一部の着用可能吸収性物品は、再利用可能外側カバーを有する。再利
用可能外側カバーは、様々な材料を用い、多くの形状で製造できる。再利用可能外側カバ
ーの設計は、着用可能吸収性物品を着用者に合わせる方法に影響を及ぼす可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　残念ながら、一部の再利用可能外側カバーは、洗濯後に適切に機能しない。例えば、一
部の再利用可能外側カバーは、洗濯すると縮んだり、及び／又は伸びたりする。この寸法
及び／又は形状の変化は、着用可能吸収性物品が、たるんだり、着用者から滑り落ちたり
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する原因となり、物品が漏れる傾向があるため付け心地が悪く、見栄えが悪く、適切に機
能しない場合のある着用可能吸収性物品となる。別の例として、一部の再利用可能外側カ
バーは、洗濯すると弾性が大幅に変化してしまう。これらの変化は、脚部開口部を延ばす
のにより大きい力を必要とし、皮膚に跡がつく結果となる、又は、脚部開口部の間隙の原
因となりうる抵抗力の低下をもたらす場合がある。更なる例として、一部の再利用可能外
側カバーは、負荷除去力が減少してしまい、持続的なフィット感の悪化及び漏れの原因と
なり得る。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】再利用可能外側カバーを有する前側締結可能着用可能吸収性物品の内部の平面図
。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本開示の実施形態は、洗濯後に適切に機能する再利用可能外側カバーを含む。これらの
外側カバーの設計は、着用可能吸収性物品がたるんだり、着用者から滑り落ちたりするの
を防ぐのに役立つ。その結果、本開示の再利用可能外側カバーを有する着用可能吸収性物
品は、物品が着用者の所定の場所に留まりかつ漏れない傾向があるため、付け心地が良く
、見栄えが良く、適切に機能することができる。
【０００６】
　吸収性物品としては、生理用品、衛生用品などの製品が挙げられる。一部の吸収性物品
は着用可能である。着用可能吸収性物品は、着用者の体の胴体下部上又はその周囲に着用
するよう構成される。着用可能吸収性物品の例として、おむつ、トレーニングパンツ、及
び失禁用下着が挙げられる。
【０００７】
　着用可能吸収性物品は、吸収性コアを含むことができる。本開示全体を通して、用語、
吸収性コアは、着用者の体から物品に受け取られる排泄物を吸収するよう構成される着用
可能吸収性物品の一部を指す。吸収性コアは、当業者により理解されるであろう種々の方
法で構成されることができる。吸収性コアは、木材パルプ及び／又は超吸収体粒子などの
１つ以上の吸収性材料を含むことができ、当該技術分野において既知のように、体外排泄
物を受け取り、収容し、貯蔵し、及び／又は処理するための１つ以上の更なる組成物、材
料、又は構造体を含んでもよい。更に、吸収性コアは、ローション、香料、及び感覚剤な
どの１つ以上の組成物を、組立品の外側表面上及び／又は組立品内に含んでもよい。吸収
性コアは、バケツ型吸収性コア、取り外し可能吸収性コア、交換可能吸収性コア、吸収性
コア挿入部などとして構成されてよい。吸収性コアは、液体透過性トップシート、獲得層
、分配層、貯蔵層、及び液体不透性バックシートなどの１つ以上の層を含む、吸収性コア
組立品の部分であってもよい。吸収性コア組立品はまた、１つ以上の様々な構造体、例え
ばバリアレグカフ、糞便収容区画、湿り度インジケータ、物品内にコアを保持する締結具
、廃棄用テープなどを含んでもよい。様々な実施形態において、吸収性コアは、外側カバ
ーの内側表面に直接付けることができる。
【０００８】
　様々な実施形態において、吸収性コアは、米国特許出願第１２／１４１，１２２号、同
第１２／１４１，１２４号、同第１２／１４１，１２６号、同第１２／１４１，１２８号
、同第１２／１４１，１３０号、同第１２／１４１，１３２号、同第１２／１４１，１３
４号、同第１２／１４１，１４１号、同第１２／１４１，１４３号、及び同第１２／１４
１，１４６号に記載されるように構成されてよく、これらはそれぞれ参照により本明細書
に組み込まれる。これらの特許出願には、一般に、超吸収体粒子と併用されるエアフェル
ト又は他の形状のセルロース繊維の必要性、及びその含有を最小化する又は排除する吸収
性コア構成体が記載されている。
【０００９】
　着用可能吸収性物品は、外側カバーも含むことができる。本開示全体を通して、用語、
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外側カバーは、吸収性コアの縁を越えて広がり、たいていは着用者の臀部の大部分を覆い
、一般的に下着の外観に似た形状である、物品の外側表面（バックシートと呼ぶこともあ
る）を形成する着用可能吸収性物品の一部を指す。外側カバーは、本明細書に記載するよ
うな様々な方法で構成することができる。様々な実施形態において、外側カバーは、着用
可能吸収性物品のシャーシと一致し、及び／又はシャーシを画定できる。
【００１０】
　一部の吸収性物品は使い捨てである。使い捨て吸収性物品は、単回使用後に廃棄される
よう構成される（例えば、再利用、再生、又は洗濯することを意図しない）。使い捨て吸
収性物品の例として、使い捨ておむつ、使い捨てトレーニングパンツ、使い捨て失禁用下
着、並びに女性用ケアパッド及びライナーが挙げられる。
【００１１】
　一部の吸収性物品は再利用可能である。用語、再利用可能は、本明細書で使用するとき
、言及された材料、構成要素、又は吸収性物品の全てが、２回以上の使用サイクル（例え
ば、おむつ交換）で再生及び／又は再利用されるよう構成されることを意味する。一部の
再利用可能吸収性物品では、本明細書で定義し記載されるように、物品の１つの部分、又
は複数の部分、又は実質的に全部、又は全部が、洗濯可能又は耐洗濯性であってよい。例
として、着用可能吸収性物品は、洗濯可能な又は耐洗濯性の外側カバーを含むことができ
る。他の再利用可能吸収性物品では、物品の１つの部分、又は複数の部分、又は実質的に
全部、又は全部が、洗濯可能又は耐洗濯性でなくてよい。例えば、吸収性物品は、おむつ
などの使い捨て物品で使用される不織布などの材料を用いることにより、再利用可能吸収
性物品として構成することができる。
【００１２】
　様々な実施形態において、再利用可能外側カバーは、様々な機能を果たすよう構成する
ことができ、物品の着用者及び／又は着用者の介護人に、様々な利点をもたらす。様々な
実施形態において、再利用可能外側カバーは、液体不透性を提供するよう構成することが
でき、吸収性物品が体外排泄物を収容するのに役立てることができる。様々な実施形態に
おいて、再利用可能外側カバーは、蒸気透過性（例えば、通気性）を提供するよう構成す
ることができ、着用者が健康な皮膚を維持するのに役立てることができる。様々な実施形
態において、再利用可能外側カバーは、１つ以上の特定の方向に、弾性的延伸性、非弾性
的延伸性、及び／又は非延伸性であるよう構成することができる。様々な実施形態におい
て、少なくとも再利用可能外側カバーの一部、例えば内側層の一部は、吸収性コアから少
量の漏れが起こるのを制御するために、吸収性であってよい。
【００１３】
　具体的には、その再利用可能外側カバーの１つの部分、又は複数の部分、又は実質的に
全部、又は全部は、物品が着用者に適用されている間、物品が着用者により着用されてい
る間、及び物品が体外排泄物を収容している間、特定の程度まで延び、かつ弛緩するよう
構成することができる。再利用可能外側カバーは、物品が着用者に適用されている間、容
易に延びるよう構成され、適用の促進に役立てることができる。再利用可能外側カバーは
また、物品が着用されている間、十分に延びるよう構成され、快適なフィット感を提供し
ながらの着用者の動きへの対応に役立てることもできる。再利用可能外側カバーは更に、
十分な張力で適切に弛緩する（すなわち、縮む）よう構成され、物品が着用されている間
、フィット感を維持し、吸収性コアの指示に役立てることができる。本明細書に開示され
る任意の再利用可能外側カバーは、本明細書に開示される着用可能吸収性物品の任意の実
施形態で利用できると考えられる。
【００１４】
　用語、洗濯可能は、本明細書で使用するとき、言及された材料、構成要素、又は吸収性
物品の全てが、目的とする機能性及び／又は用途に好適ではない状態になるような物品の
外観又は性能の顕著な劣化がなく、頻回（例えば、少なくとも１０回、いくつかの実施形
態では５０回まで、他の実施形態では５０回超）の洗濯機による洗浄及び乾燥機による乾
燥サイクル（本明細書に記載するように、ＡＡＴＣＣ試験法１２４－２００１に定義され
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る）に耐えるよう構成されることを意味する。本明細書で使用するとき、用語「洗濯」又
は「洗濯サイクル」は、上述の、洗濯機による洗浄及び乾燥機による乾燥のサイクルを意
味する。手洗い及び自然乾燥は、典型的には洗濯機による洗浄及び乾燥機による乾燥より
も、吸収性物品に対する負荷が顕著に少ないため、洗濯機で洗い、乾燥機で乾燥できる材
料、構成要素、又は物品は、少なくとも同じサイクル回数は、手洗い及び自然乾燥も可能
であるはずと予想される。例として、再利用可能な着用可能吸収性物品は、洗濯可能な外
側カバーを含むことができる。洗濯可能物品は、衣類の種類と同様に、頻回の洗浄後に使
用するために適するよう設計される。
【００１５】
　用語、耐洗濯性は、本明細書で使用するとき、言及された材料、又は構成要素、又は吸
収性物品の全てが、目的とする機能性及び／又は用途に好適ではない状態になるような物
品の外観又は性能の顕著な劣化がなく、数回（例えば、少なくとも１回、いくつかの実施
形態では５回まで、他の実施形態では５回超）の機械による洗浄及び乾燥サイクル（本明
細書に記載するように、ＡＡＴＣＣ試験法１２４－２００１に定義される）に耐えるよう
構成されることを意味する。例として、再利用可能な着用可能吸収性物品は、耐洗濯性の
外側カバーを含むことができる。耐洗濯性物品は、一般に、洗濯可能物品よりも少ない洗
濯サイクル後に劣化する。例えば、耐洗濯性材料は、５回又は１０回の洗濯サイクル後に
、外観又は性能が顕著に劣化する場合がある。
【００１６】
　図１は、前側締結可能着用可能吸収性物品１０１の内部（着用者に面する側）の平面図
を示す。本開示は、前側締結可能着用可能吸収性物品に関するが、本開示はまた、本明細
書に記載するような着用可能吸収性物品の別の実施形態も考えられ、この場合着用可能吸
収性物品は、後側締結可能又は側面締結可能である。したがって、前側締結可能と説明さ
れる本開示の着用可能吸収性物品の各実施形態は、当業者により理解され得るように、後
側締結可能としても構成できる。
【００１７】
　図１では、長手方向中心線１１３及び横方向中心線１１７は、着用可能吸収性物品１０
１の部分の相対的な位置を参照するための基準線を提供する。第１部分が第２部分よりも
長手方向中心線１１３に近接するとき、第１部分は、第２部分に対して横方向内側１１２
にあると考えることができる。同様に、第２部分は第１部分から横方向外側１１４にある
と考えることができる。第３部分が第４部分よりも横方向中心線１１７に近接するとき、
第３部分は、第４部分に対して長手方向内側１１６にあると考えることができる。同様に
、第４部分は、第３部分から長手方向外側１１８にあると考えることができる。図１は、
着用可能吸収性物品１０１に関し、横方向内側１１２、横方向外側１１４、長手方向内側
１１６、及び長手方向外側１１８の相対方向を示す矢印を含んでいる。本開示全体を通し
て、特に指定のない限り、長手方向寸法、測定値、線、又は方向への言及は、長手方向中
心線１１３に対してほぼ又は完全に平行である寸法、測定値、線、又は方向を指し、横方
向寸法、測定値、線、又は方向への言及は、横方向中心線１１７に対してほぼ又は完全に
平行である寸法、測定値、線、又は方向を指す。
【００１８】
　着用可能吸収性物品１０１は、物品１０１の最外縁を画定する外側カバー１２１を含む
。外側カバー１２１は、内側層１２１－Ａ及び外側層１２１－Ｂを備え、図１では、内側
層１２１－Ａを示し、外側層１２１－Ｂを示すために部分的に剥離されている。外側カバ
ー１２１は、前側１２３及び後側１２５も含む。様々な実施形態において、外側カバー１
２１は、洗濯可能外側カバー、及び／又は、耐洗濯性外側カバーなどの、本明細書に開示
される任意の再利用可能外側カバーとして構成されてよいと考えられる。
【００１９】
　前側１２３は、着用可能吸収性物品１０１が着用者によって着用されるときに、一般に
着用者の腹部に近接して及び／又はその下に配置されている着用可能吸収性物品１０１の
一部分である。「前側」への言及は、その言及の前後関係に応じて、前側それ自体、前側
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の要素の１つの部分、若しくは複数の部分、若しくは実質的に全部、若しくは全部、及び
／又は前側の配置を意味することができる。後側１２５は、着用可能吸収性物品１０１が
着用者によって着用されるときに、一般に着用者の背部に近接して及び／又はその下に配
置されている着用可能吸収性物品１０１の一部分である。「後側」への言及は、その言及
の前後関係に応じて、後側それ自体、後側の要素の１つの部分、若しくは複数の部分、若
しくは実質的に全部、若しくは全部、及び／又は後側の配置を意味することができる。着
用可能吸収性物品１０１の横方向中心線１１７は、前側１２３と後側１２５との間に境界
を形成する。上記の前側及び後側の用語は、特に指示がない限り、本開示全体を通して着
用可能吸収性物品に使用される。着用可能吸収性物品１０１はまた、前側１２３から後側
１２５にかけて広がる吸収性コア１２７も含む。
【００２０】
　外側カバー１２１は、後側ウエスト縁１０６及び後側弾性ウエストバンド１０７も含む
。後側弾性ウエストバンド１０７は、後側ウエスト縁１０６に近接して配置され、後側１
２５の一部を横方向に広がる。外側カバー１２１は、前側ウエスト縁１０８も含む。様々
な実施形態において、外側カバーは、前側ウエスト縁に近接して配置され、前側の一部を
横方向に広がる前側弾性ウエストバンドを備えてよい。外側カバー１２１は、物品１０１
が着用されるとき、着用者の脚を少なくとも部分的に取り囲む、レッグカフ部１８６を有
する長手方向側部も含む。弾性レッグバンド１８７は、レッグカフ部１８６に近接して配
置され、前側１２３の一部、及び後側１２５の一部にまで長手方向に広がる。
【００２１】
　外側カバー１２１は更に、側部１５２、側部耳部１５３、締結具１５４を含む。側部１
５２は、後側１２５内に、外側カバー１２１の最も狭い部分から横方向外側に配置される
。側部１５２は、長手方向中心線１１３の右側に図示されているが、外側カバー１２１は
、別の側部を、長手方向中心線１１３の左側に同一の形状で備えてもよい。側部１５２は
、参考までに示される極細線で示すように、外側カバー１２１の長手方向側部から横方向
外側に広がる外側カバー１２１の部分であり側部耳部１５３を含む。様々な実施形態にお
いて、側部耳部の１つの部分、又は複数の部分、又は実質的に全部、又は全部は、外側カ
バーの一部で形成されてよく、又は外側カバーに取り付けられる別個の要素で形成されて
よい。外側カバー１２１は、反対側の一部として第２の側部耳部を含む。各側部耳部１５
３は、後側１２５を前側１２３に締結するための、締結具１５４を含む。
【００２２】
　外側カバー１２１は、後側ウエスト縁１０６から前側ウエスト縁１０８まで長手方向中
心線に沿って計測される、総長手方向長さ１９１を含む。外側カバー１２１は、後側１２
５の最も広い部分に沿って測定される、後側ウエスト区域１９３の総横方向幅も含む。外
側カバー１２１は更に、外側カバー１２１の後側耳部１５４上の締結具１５４の縁に沿う
、横方向内側に最も遠い点間で測定される、締結具間横方向幅１９５を含む。寸法１９１
、１９３、及び１９５は、本明細書に記載される試験方法で測定される寸法である。当業
者により理解されうるように、パンツタイプの着用可能吸収性物品用の外側カバーにおい
て、類似の寸法が同様に配置されてよい。
【００２３】
　代表的な洗濯可能外側カバー
　以下は、前側締結可能着用可能吸収性物品に用いる代表的な洗濯可能外側カバーの説明
である。代表的な洗濯可能外側カバーは、外側層、内側層、左側及び右側レッグバンド、
前側及び後側ウエストバンド、固定バンド、結合ゾーン、側部耳部締結具、側部耳部補強
材、及び吸収性コア締結要素を含む。
【００２４】
　本開示全体を通して、用語、表側は、完成した物品の外側にある材料の側面を指し、用
語、裏側は、完成した物品の内側にある材料の側面（又は、複数の層を有する実施形態で
は、完成した物品の層間）を指す。完成したとき、外側層の表側は衣類に面する側となり
、内側層の表側は着用者に面する側となる。
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【００２５】
　代表的な洗濯可能外側カバーの各要素は１つ以上の特定の材料から作られる。外側層の
材料は、Ｌｙｃｒａを含むＭｏｄａｌで作られた柔らかく伸縮性のあるニット布地である
。例えば、外側層の材料は、Ｍｏｄａｌ　９５％及びＬｙｃｒａ　５％としてよい。内側
層の材料は、２つの材料から作られる。物品の後側に配置されるよう構成される内側層の
材料は、横方向伸縮性であるよう構成され、快適なフィット感をもたらす。後側内側層の
材料は、Ｓｐａｎｄｅｘを含むポリエステルで作られた柔らかく伸縮性のあるニット布地
である。例えば、内側層の材料は、ポリエステル９４％及びＳｐａｎｄｅｘ　６％として
よい。物品のクロッチ部及び前側に配置されるよう構成される内側層の材料は、疎水性で
あるよう構成され、尿の浸透に耐える。例えば、内側層の材料は、ナイロントリコット９
０％及びＳｐａｎｄｅｘ　１０％としてよい。
【００２６】
　レッグバンド及びウエストバンドは、弾性である内側材料、及び、柔らかく延伸性布地
である外側材料から作られる。例えば、内側弾性バンドの材料は、約１０ｍｍ幅の天然弾
性材であってよい。内側弾性バンドの材料は、後側内側層の材料と同様である。外側布地
バンドの材料は、外側層の材料と同様である。
【００２７】
　固定バンドの材料は、Ｓｐａｎｄｅｘを含むポリエステルで作られた伸縮性のあるニッ
ト布地のストリップである。例えば、伸縮性のあるニット布地は、幅２５ｍｍの、ポリエ
ステル９０％及びＳｐａｎｄｅｘ　１０％としてよい。固定バンドの材料は、外側層の材
料よりも弾性率が高く、弾性ヒステリシスが低くなるよう構成される。結合ゾーン及び側
部耳部締結具は、ループ及びフックにそれぞれ縫い付け可能なパッチを有する機械的フッ
ク・ループ式締結装置を含む。耳部補強材の材料は、織物の融着性芯地であり、折り畳み
又は座屈に耳部が耐えるのに役立つ。吸収性コア締結要素も、吸収性コア上のフックで締
結するよう構成されるループのパッチである。
【００２８】
　代表的な洗濯可能外側カバーを製造するため、まず各材料を所望の形状に切断する。外
側層の材料及び内側層の材料を同じ形状に切断するが、これは外側カバーの全体形状であ
る。
【００２９】
　レッグバンドには、それぞれ外側カバーの左側又は右側長手方向側部の収縮性のあるレ
ッグカフ部の長さに、２片の内側弾性バンドの材料を切断する。例えば、内側弾性レッグ
バンドの長さは約２２０ｍｍとすることができる。また、外側布地レッグバンドの材料の
各片が、内側弾性レッグバンドの材料の１片を包むまで長手方向半分に折り畳めるように
、それぞれ特定の長さ及び幅に２片の外側布地バンドの材料を切断する。
【００３０】
　同様に、ウエストバンドには、それぞれ外側カバーの前側又は後側末端部の収縮性のあ
るウエスト縁部の長さに、２片の内側弾性バンドの材料を切断する。例えば、内側弾性ウ
エストバンドの長さは約２４５ｍｍとすることができる。更に、外側布地ウエストバンド
の材料の各片が、内側弾性ウエストバンドの材料の１片を包むまで長手方向半分に折り畳
めるように、それぞれ特定の長さ及び幅に２片の外側布地バンドの材料を切断する。
【００３１】
　一方の後側部耳部から他方の後側部耳部まで適合する長さに、固定バンドを１つ切断す
る。外側カバーの後側の側部耳部に適合するように、側部耳部締結具を２つ切断する。側
部耳部締結具に対応し、外側カバーの前部に適合するように、結合ゾーンを１つ切断する
。外側カバーの前側及び後側の各側部の側部耳部内に適合するように、側部耳部補強材を
８つ切断する。吸収性コア上のフックに対応するように、吸収性コア締結具要素を２つ切
断する。
【００３２】
　次に、切断した材料を組み立てる。外側カバー前側の表側に結合ゾーンを縫い付ける。
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４つの側部耳部補強材を外側層の裏側に、それぞれを前側及び後側の左側部及び右側部耳
部に融着する。
【００３３】
　レッグバンドを、外側カバーの左側及び右側長手方向側部の収縮性のあるレッグカフ部
で、内側層の裏側及び外側層の裏側に縫い付ける。この縫い付け中、内側層及び外側層が
実質的に弛緩されている状態で、各レッグバンドの中央部は予め伸長される。各レッグバ
ンドについて、内側弾性レッグバンドの材料の末端部は固定されるが、中央部は外側布地
レッグバンドの材料の内部で自由に動く。
【００３４】
　同様に、ウエストバンドを、外側カバーの前側及び後側末端部の収縮性のあるウエスト
縁部で、内側層の裏側及び外側層の裏側に縫い付ける。この縫い付け中、内側層及び外側
層が実質的に弛緩されている状態で、各レッグバンドの中央部は予め伸長される。各ウエ
ストバンドについて、内側弾性ウエストバンドの材料の末端部は固定されるが、中央部は
外側布地ウエストバンドの材料の内部で自由に動く。
【００３５】
　固定バンドを、後側部耳部及び前側部耳部で、内側層の裏側に縫い付ける。この縫い付
け中、固定バンド及び内側層の両方は実質的に弛緩され、つまり、これらを合わせて平ら
に置くとき、他方に対して予め伸長される要素はない。固定バンドの中央部は内側層に縫
い付けない。側部耳部締結具を、左後側部耳部及び右後側部耳部で、内側層の表側に縫い
付ける。吸収性コア締結要素を、内側層の前側及び後側の表側に縫い付ける。４つの側部
耳部補強材を内側層の裏側に、それぞれを前側及び後側の左側部及び右側部耳部に融着す
る。続いて、内側層及び外側層を縫い合わせ、表側が外を向くように反転する。代表的な
洗濯可能外側カバーが完成する。完成した外側カバーでは、固定バンドの中央部は、内側
層及び外側層に対して自由に動く。また、完成した外側カバーでは、固定バンドは、内側
層又は外側層に対して予め伸長していない。
【００３６】
　この代表的な洗濯可能外側カバーは、非限定例とすることを意図し、以下に記載するよ
うに多くの方式に変化し得る。外側カバーのいずれの要素も１つ以上のサブコンポーネン
トで構成されてよく、つまりある要素は、２片又は２種以上の材料で形成されてよい。外
側カバーの片方又は両方の層は、単一の材料層で構成されてよく、又は２つ以上の層及び
／若しくは２つ以上の材料で構成されてよい。内側層は、横方向及び長手方向の両方に伸
縮性があってよい。内側層は、より疎水性にするために処理してもよい。内側層は、領域
全体で様々な伸縮性、疎水性（hydrophbicity）、及び／又は通気性を有してもよい。
【００３７】
　外側カバーも、領域全体で様々な伸縮性、疎水性（hydrophbicity）、及び／又は通気
性を有してもよい。外側カバーは、固定バンドを含まなくてよく、又は、任意の数の固定
バンド若しくはその他固定システム構成要素を有してもよい。例として、洗濯可能外側カ
バーは、２０１０年１月１４日に出願された、代理人整理番号１１２２５Ｍの米国非暫定
的特許出願、名称「Ｒｅｕｓａｂｌｅ　Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔ
ｉｃｌｅｓ　ｗｉｔｈ　Ａｎｃｈｏｒｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」に記載されるような、固
定システムの１つ以上の要素を含むよう構成されることができ、これは参照により本明細
書に組み込まれる。更なる例として、洗濯可能外側カバーは、２０１０年１月１４日に出
願された、代理人整理番号１１５６５の米国非暫定的特許出願、名称「Ｒｅｕｓａｂｌｅ
　Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅｓ　ｗｉｔｈ　Ａｎｃｈｏｒ
ｉｎｇ　Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍｓ」に記載されるような、固定システムの１つ以上の要素を
含むよう構成されることができ、これは参照により本明細書に組み込まれる。
【００３８】
　外側カバーは、洗濯中に締結要素を保護する構造体（例えば、締結具が一時的に付けら
れ得る場所で、フック又はフックに近接する領域を覆う保護フラップ）を含んでよい。吸
収性コアは、ポケット、カフ、ストラップ、ループ、フック・ループ式締結具、又は任意
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の方式の締結具など、任意の種類の機構により外側カバーに連結することができ、これら
を外側カバー及び／又は吸収性コアの上面に追加することができる。外側カバーは、マク
ロ締結具又は当該技術分野において既知の任意のその他締結装置を含んでよい。レッグ及
びウエストバンド構成体は、単一の材料、積層体などであってよい。レッグ及びウエスト
バンドは、内側層のみ又は外側層のみに取り付けてよい。
【００３９】
　様々な別の実施形態において、代表的な洗濯可能外側カバーは、当業者により理解され
うるように、追加の及び／又は別の材料、構造、形状、及び組立方法により、多くのその
他方式に変化し得る。
【００４０】
　洗濯可能外側カバーの材料は、おむつ、パンツ、下着、高性能衣類、スポーツ用衣類、
又は一般用衣類若しくは繊維技術で既知の、任意の天然又は合成材料を含んでよい。これ
らの材料は、綿、羊毛、竹、麻布、絹、レーヨン、その他同種のものなどの天然材料、並
びにこれらの材料と合成繊維とのブレンドを含んでよい。洗濯可能外側カバーでの使用に
好適な代表的な合成材料の例としては、ポリエステル、ナイロン、Ｌｙｃｒａ、Ｓｐａｎ
ｄｅｘ、又はその他、ＧＯＲＥ－ＴＥＸ（登録商標）（Ｗ．Ｌ．Ｇｏｒｅ　＆　Ａｓｓｏ
ｃｉａｔｅｓ，Ｉｎｃ．，Ｅｌｋｔｏｎ，ＭＤ）などのエラストマー通気性防水材料、Ｏ
ｕｔｌａｓｔ　ＣｏｍｆｏｒＴｅｍｐ布地（Ｏｕｔｌａｓｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ
，Ｂｏｕｌｄｅｒ，ＣＯ、例えば、米国特許第６，５１４，３６２号及び同第６，２０７
，７３８号参照）、ＣＯＯＬＭＡＸ（登録商標）（ＩＮＶＩＳＴＡ，Ｗｉｃｈｉｔａ，Ｋ
Ｓ）、その他同種のものなどのマイクロカプセル化相変化ポリマー材料を含む布地を挙げ
ることができる。これらの材料は、好ましくは、布地又は織物又は不織布ウェブなどの少
なくとも１つの繊維系材料を含む。しかし、外側カバーはフィルム層を追加的に含み、外
側カバーに向上した液体浸透耐性及び／又は弾性特性を与えてもよい。弾性特性は、外側
カバーに、弾性ストランド、バンド、スクリムなどを含む他の材料を加えることにより追
加する又は向上させることができる。洗濯可能材料は、バーズアイ布地、テリー、フリー
ス、フランネル、ニット、伸縮性ニット、シェルパ、スエードクロス、マイクロフリース
、サテン、ベロア、Ｂｕｒｌｅｙニット、及びＰｏｌａｒｔｅｃ（登録商標）Ｗｉｎｄｐ
ｒｏ（登録商標）（Ｐｏｌａｒｔｅｃ，ＬＬＣ，Ｌａｗｒｅｎｃｅ，ＭＡ）などの、任意
の既知の織地又は布地の形態で形成されてよい。編物の繊維は、織物又は不織布材料より
も本質的に伸縮性及び弾性であり得、外側カバーにより良好な適合性、快適性、及び／又
は外観を付与することができる。Ｓｐａｎｄｅｘ又はその他エラストマー繊維を混合して
も、伸縮性及び弾性を向上させることができ、これにより、このようなエラストマー繊維
を含まない繊維よりも、外側カバーにより良い適合性、快適性及び／又は外観を付与する
。
【００４１】
　洗濯可能外側カバーの材料の特定の好適な例として、レーヨン（９３％）及びＳｐａｎ
ｄｅｘ（７％）繊維、Ｍｏｄａｌ（９４％）及びＳｐａｎｄｅｘ（６％）繊維、綿及びＳ
ｐａｎｄｅｘ繊維、並びに、竹及びＳｐａｎｄｅｘ繊維のブレンドであるジャージニット
が挙げられる。約３０％、又は５０％、又は１００％、又は１５０％、又は更に２００％
の、又はこれらを超える伸縮性能を有する材料が所望されてよい。好適例の材料は、層あ
たり約０．０１４～０．０２３グラム／ｍ２（０．０９～０．１５グラム／ｉｎ．２）の
坪量、又はその他坪量を有することができる。
【００４２】
　洗濯可能外側カバー材料は、所望の快適性、外観、及び性能を着用可能吸収性物品に付
与するために選択してよい。ある状況では、広範囲に汚れたり、破損したりした場合、コ
スト又は良心の呵責の問題を最小限にして廃棄を可能にするために、十分に安価である洗
濯可能外側カバー材料を選択することが望まれる場合がある。
【００４３】
　本明細書に開示される任意の洗濯可能外側カバーは、本明細書に開示される着用可能吸
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収性物品の任意の実施形態で利用できると考えられる。代表的な洗濯可能外側カバーは、
パンツタイプの着用可能吸収性物品での使用にも適し得る。
【００４４】
　代表的な耐洗濯性外側カバー
　以下は、前側締結可能着用可能吸収性物品に用いる代表的な耐洗濯性外側カバーの説明
である。代表的な洗濯可能外側カバーは、２層の延伸性不織布材料と、不織布間に挟まれ
る弾性的伸縮性フィルムと、を含む３層積層体を含む。第１の延伸性不織布は、外側カバ
ーの衣類に面する側を形成し、第２の延伸性不織布は、外側カバーの着用者に面する側を
形成する。第１の延伸性不織布は、２７ｇｓｍのＨＥＣ不織布、例えば、Ｆｉｂｅｒｗｅ
ｂ／ＢＢＡから入手可能なＥｘｃｅｌｌ　Ｓｔｙｌｅ　３８２Ｄである。弾性的伸縮性フ
ィルムは、約５ｇｓｍのポリエチレン表面薄層を有する２７ｇｓｍのＶｉｓｔａｍａｘｘ
フィルム（Ｅｘｘｏｎ－Ｍｏｂｉｌから入手可能な樹脂）を含む。第２の延伸性不織布は
、２２ｇｓｍの不織布、例えば、Ｆｉｂｅｒｗｅｂ　Ｆｒａｎｃｅから入手可能なＳｏｆ
ｓｐａｎ　２００である。
【００４５】
　フィルム及び第２の不織布を、共に押し出し接着し、２層積層体を形成する。この２層
積層体は、Ｃｌｏｐａｙ　ＣｏｒｐからＭ１８－２０３８Ｃ材料として入手可能である。
０．００００９３ｇ／ｃｍ２（０．０００６ｇ／２）の２０３１スパイラル接着剤（Ｂｏ
ｓｔｉｋから入手可能）を用いて、第１の不織布を２層積層体のフィルム側に接着剤によ
り結合し、３層積層体を形成する。外側カバーはまた、３層積層体の内部に配置される固
定バンドも含む。固定バンドは、外側カバーの後側ウエスト区域に配置され、外側カバー
の横方向中心線に対して平行に向き、外側カバーの片方の締結具から外側カバーのもう一
方の締結具まで伸びる、幅約２５ｍｍのエラストマーフィルムのストリップである。続い
て、３層積層体の外側カバーを、リングロールプロセスを使用して機械的に活性化する（
すなわち、横方向に漸増式に引き伸ばす）。リングロールプロセスでは、リングロール歯
ピッチは０．２５４ｃｍ（０．１００”）、係合深さは０．４０１ｃｍ（０．１５８”）
である。
【００４６】
　例として、耐洗濯性カバーは、２０１０年１月１４日に出願された、代理人整理番号１
１２２５Ｍの米国非暫定的特許出願、名称「Ｒｅｕｓａｂｌｅ　Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ａｂ
ｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅｓ　ｗｉｔｈ　Ａｎｃｈｏｒｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」
に記載されるような、固定システムの１つ以上の要素を含むよう構成されることができ、
これは参照により本明細書に組み込まれる。更なる例として、耐洗濯性カバーは、２０１
０年１月１４日に出願された、代理人整理番号１１５６５の米国非暫定的特許出願、名称
「Ｒｅｕｓａｂｌｅ　Ｗｅａｒａｂｌｅ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅｓ　ｗｉ
ｔｈ　Ａｎｃｈｏｒｉｎｇ　Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍｓ」に記載されるような、固定システム
の１つ以上の要素を含むよう構成されることができ、これは参照により本明細書に組み込
まれる。
【００４７】
　この代表的な耐洗濯性外側カバーは、非限定例とすることを意図する。別の実施形態に
おいて、代表的な耐洗濯性外側カバーは、当業者により理解されうるように、追加及び／
又は別の材料、構造、形状、及び組立方法により、多くのその他方式に変化し得る。
【００４８】
　耐洗濯性の外側カバーは、広範囲に汚れたり、破損したりした場合、コスト又は良心の
呵責の問題を最小限にして廃棄を可能にするために、やはり十分に安価であってよい。耐
洗濯性外側カバー材料は、洗濯可能又は使い捨て外側カバーでの使用に想倒される１つ以
上の材料を含む、本明細書に記載される任意の材料を含んでよい。洗濯可能外側カバーに
使用される材料を選択する場合、耐洗濯性外側カバーを形成するのに、典型的にはより安
く、より品質が低い（例えば、坪量が低い、最適な繊維品質より低い）種類を選択してよ
い。使い捨て物品（例えば使い捨ておむつ）に使用される材料を選択する場合、より高い
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坪量及び／又は材料品質が適切であり得る。かかる材料のブレンド又は積層体も、耐洗濯
性外側カバー向けに想到される。
【００４９】
　例として、使い捨て着用可能吸収性物品の設計を改善し、耐洗濯性物品を製造すること
ができる。例えば、２００８年１２月１８日に出願された米国特許出願公開第２００８０
３１２６１７号、名称「Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅ　
ｗｉｔｈ　Ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ　Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅ
ｄ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌ
　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ」（これは参照により本明細書に組み込まれる）に記載されるよ
うに構成された着用可能吸収性物品を、吸収性コアを取り除き、並びに、物品の１つ以上
の残りの構成要素を取り除き及び／又は変更することにより改善し、より堅牢、つまり耐
洗濯性の高い物品を製造することができる。
【００５０】
　別の方法としては、又は併用して、耐洗濯性外側カバーの様々な構成要素の材料を、よ
り労働力がかからないものの耐久性が低い手段、例えば、接着剤又は機械的若しくは熱接
着（例えば、縫合と比較して）を用いて組み合わせることができる。更に、材料の構成は
、洗濯サイクルにさらされるとき、材料の強度及び劣化耐性に影響し得る。例えば、材料
の種類、強度、及び接着の程度は、材料の強度に影響し、ひいては材料が洗濯可能又は耐
洗濯性かどうかに影響し得る。
【００５１】
　耐洗濯性の外側カバーでは、材料として、おむつ又はパンツの技術で既知の、任意の天
然若しくは合成不織布ウェブ、及び／又はフィルム材料を挙げてよい。外側カバーを構成
し得る耐洗濯性材料として、ポリプロピレン及び／又はポリエチレン繊維、ポリエステル
繊維、並びに不織布ウェブ材料を形成し、使い捨ておむつの構成要素として使用される任
意のその他合成繊維、並びにこれらのブレンドである不織布ウェブ材料を挙げてよい。天
然繊維、例えば、綿、亜麻布、羊毛、竹、麻布、絹、レーヨンなどを合成繊維とブレンド
し、外側カバーの構成層として好適な不織布ウェブを形成することができる。これらの材
料に加えて、ポリオレフィンフィルム（ミクロ孔質又は非ミクロ孔質）などのフィルムも
、耐洗濯性外側カバーで使用してよい。
【００５２】
　耐洗濯性外側カバー材料として使用が考慮され得る繊維、不織布、並びに不織布及びフ
ィルムの積層体の非限定例は、米国特許第７，２２３，８１８号、同第７，２１１，５３
１号、同第７，０６０，１４９号、同第６，９６４，７２０号、同第６，９０５，９８７
号、同第６，８９０，８７２号、同第６，８８４，４９４号、同第６，８７８，６４７号
、及び同第５，５１８，８０１号、並びに、米国特許出願公開第２００８／０３１９４０
７号、同第２００８／００４５９１７号、同第２００７／０２９３１１１号、同第２００
７／０２８７９８３号、同第２００７／０２８７３４８号、同第２００７／０２４９２５
４号、同第２００７／０２０３３０１号、及び同第２００５／０１６４５８７号に見出す
ことができる。
【００５３】
　耐洗濯性外側カバー材料は、所望の快適性、外観、及び性能を外側カバーに付与するた
めに選択してよい。ある状況では、広範囲に汚れたり、破損したりした場合、コスト又は
良心の呵責の問題を最小限にして廃棄を可能にするために、十分に安価である耐洗濯性外
側カバー材料を選択することが望まれる場合もある。
【００５４】
　外側カバーはまた、又は追加的に、積層した又は実質的に別々のフィルム層を含み、こ
れは弾性であってよく、向上した液体浸透耐性及び／又は弾性特性を与えてもよい。弾性
特性は、外側カバーに、弾性ストランド、バンド、スクリム、フォームなどを含む他の材
料を、層、バンド、又はストリップの方法で加えることにより追加する又は向上させるこ
ともできる。フィルム層を洗濯可能材料又は耐洗濯性材料と積層してよい。フィルム層と
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して、ＫＲＡＴＯＮ（Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　Ｕ．Ｓ．，ＬＬＣ，Ｈｏｕｓｔ
ｏｎ，Ｔｅｘａｓの製品）、ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ（ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｈｏｕｓｔｏｎ，ＴＸから入手可能）、ＦＬＥＸＡＩＲＥ、ＥＸ
ＴＲＡＦＬＥＸ又はＦＡＢＲＩＦＬＥＸ（Ｔｒｅｄｅｇａｒ　Ｆｉｌｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｒｉｃｈｍｏｎｄ，ＶＡの製品）、及び、Ｆｕｌｆｌｅｘ
　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒｉｃｓ　Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ（Ｇｒｅｅｎｖｉｌｌｅ，ＴＮ）から
入手可能な様々なラテックスを含まないエラストマーシートに基づくエラストマーを挙げ
てよい。
【００５５】
　布地若しくは不織布層の、又はフィルム層の繊維要素のいずれかとしてエラストマー材
料を含めることは、着用者の臀部及び／又はウエスト領域周囲全体など、着用者の解剖学
的構造及び運動に対応するために有用であるとみなされ得る改善された伸縮性及び弾性、
並びに改善された適合性及び快適性を提供する。更に、フィルム層が含まれる場合、外側
カバーに更なる液体収容能を付与することができる。フィルム層は、着用中に通気性を提
供し、外側カバー内の湿気を下げるために、実質的に液体不透性であるが蒸気透過性であ
るフィルムを含んでよく、液体収容能が望まれる場所が水分過剰となる可能性を低下させ
る。
【００５６】
　外側カバーの層又は要素は、例えば、接着剤、機械的接着、超音波接着、縫合、縫製、
かがり縁仕上げ、縁取りなどを含むおむつ又は衣類の技術で既知の任意の手段により互い
に結合してよい。
【００５７】
　本明細書に開示される任意の耐洗濯性外側カバーは、本明細書に開示される着用可能吸
収性物品の任意の実施形態で利用できると考えられる。代表的な耐洗濯性外側カバーは、
パンツタイプの着用可能吸収性物品での使用にも追加し得る。
【００５８】
　再利用可能外側カバーは、排泄物、例えば尿、糞便、若しくは汗により、又は環境汚染
物質により汚れた場合、再利用する前に洗濯が必要となり得る。介護人は、外側カバーを
きれいにし、悪臭を除去し、心地よい芳香を加え、又は一般的にはその形状、清潔感及び
／若しくは外観を復元するために、洗濯することを選んでもよい。一般には、介護人は、
外側カバーの物理的特性又は外観が顕著に低下することなく、より頻回の洗濯サイクルで
洗うことができる、より高価な外側カバーを期待することがある。耐洗濯性外側カバーは
、一般的に洗濯可能外側カバーより低価格の材料で構成することができるため、したがっ
て、例えば、洗濯可能外側カバーよりも少ない洗濯サイクルの後に、使えなくなるまで劣
化するなど、洗濯サイクルが多くなるにつれ早く劣化するはずである。
【００５９】
　複数の洗濯サイクル後の外側カバーの美的外観は、一部の介護人が認識する外側カバー
の価値として重要であるが、許容できる外観は、個人の好みに大きく依存する。また、よ
り「摩耗した」外観を有する外側カバーでさえ、特定の場所（例えば自宅）又は使用状況
（例えば、一晩又は小児が下痢などの病気のとき）において着用が許容できる場合がある
。したがって、耐洗濯性外側カバー及び洗濯可能外側カバーが、それぞれ、少なくとも１
回の洗濯サイクル、及び１０回の洗濯サイクルの後に、それぞれの使用目的で使えること
がより重要である。
【００６０】
　外側カバーは、目的とする最低回数の洗濯サイクル後、寸法安定性を顕著に保持しなく
てはならない。外側カバーの寸法は着用者の大きさに著しく影響を及ぼすため、外側カバ
ーが快適に、しっかりと、及び／又は間隙なく適合し、外側カバーの耐用年数全体で、外
側カバーの寸法が約１０％未満、より好ましくは約５％未満の変化であることが望ましい
。一部の洗濯可能外側カバーは、繊維及び／又は織物材料から構成される衣類などのその
他耐久性着用可能物品が本質的に経験するのと同じように、第１の洗濯サイクル（つまり
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、それまでに未洗濯であった外側カバーの最初の洗濯）により１回限りの顕著な縮みを経
験することがある。この場合、物品又はその構成要素を製造業者又は消費者が予洗濯し、
物品の最初の使用サイクルに関する任意の潜在的な適合性の問題を回避することができる
。しかし、第１の洗濯サイクルにより１回限りの顕著な縮みを経験する洗濯可能外側カバ
ーでは、１回目の洗濯後、外側カバーの寸法が約１０％未満、より好ましくは約５％未満
の変化であることが望ましい。別の方法としては、洗濯可能物品を防縮加工材料で構成し
てもよい。一方、耐洗濯性物品では、より短い製品寿命を意図しているため、かかる物品
が１回の洗濯サイクル後の寸法安定性を維持することが望ましい。
【００６１】
　洗濯後、より広範囲の着用者の寸法及び／又は動きに対応できるため、外側カバーは、
特にウエスト区域において、伸縮性も保持すべきである。着用者により物品に加えられる
典型的な力の範囲内で適用された応力において、所定の所望量の延伸、すなわち寸法調節
性又は快適な運動自由度を達成しなくてはならない。洗濯にもかかわらず、所望の延伸の
達成に必要とする力、例えば全製品後側延伸力は、同じ適合範囲及び収容性能を維持する
ために、物品の耐用年数の間、比較的一定に維持されなくてはならない。所定の延伸にお
ける全製品後側延伸力が、洗濯サイクルの繰り返しに応じて顕著に増加する場合、製品寸
法範囲が減少し、製品がきつくなり始め、皮膚の跡につながる場合がある。全製品後側延
伸力が、洗濯サイクルの繰り返しに応じて顕著に減少する場合、製品の適合性が緩すぎ、
たるみ、間隙、及び排泄物の漏れ増加につながる場合がある。所定の延伸における全製品
後側延伸力は、物品の目的寿命期間中、繰り返しの洗濯サイクル後に、約２５％、及びよ
り好ましくは１０％を超えて変化してはならない。寸法安定性と同様に、第１の洗濯サイ
クル後、洗濯可能外側カバーはこれを超える特性変化を経験するが、かかる比較的安定な
全製品後側延伸力はその後も引き続き維持される。
【００６２】
　更に、洗濯後、外側カバーは、物品が伸ばされて回復できた後に、ウエスト区域におけ
る張力を維持しなくてはならない。所定の延伸における全製品後側延伸負荷除去力が過度
に減少する場合、製品には、適合力を十分に維持されないことによる、顕著なたるみ、間
隙、及び漏れのリスクがあり得る。所定の延伸における全製品後側延伸負荷除去力は、物
品の目的寿命期間中、繰り返しの洗濯サイクル後に、約２５％、及びより好ましくは１０
％を超えて減少してはならない。２５％延伸における絶対全製品後側延伸負荷除去力は、
物品の目的寿命期間中、繰り返しの洗濯サイクル後に、約０．５Ｎを超えて、好ましくは
約０．７５Ｎ及び１．０Ｎを超えて維持されなければならない。
【００６３】
　更に、洗濯サイクルにさらされたにもかかわらず、外側カバーのレッグバンド中の弾性
力についても、同じ適合範囲及び収容性能を維持するために、物品の耐用年数の間、比較
的一定に維持されなくてはならない。レッグバンド中の弾性力が、外側カバーが洗濯サイ
クルにさらされるときに顕著に増加する場合、製品寸法範囲が減少し、製品がきつくなり
始め、皮膚の跡につながる場合がある。レッグバンド中の弾性力が、外側カバーが洗濯サ
イクルにさらされるときに顕著に減少する場合、製品の適合性が緩すぎ、たるみ、間隙、
及び排泄物の漏れ増加につながる場合がある。所定の延伸におけるレッグバンド中の弾性
力は、物品の目的寿命期間中、繰り返しの洗濯サイクル後に、約２５％、及びより好まし
くは１０％を超えて変化してはならない。寸法安定性と同様に、第１の洗濯サイクル後、
洗濯可能外側カバーはこれを超える特性変化を経験するが、レッグバンドにおける、かか
る比較的安定な弾性力はその後も引き続き維持される。
【００６４】
　洗濯前、及び１回以上の洗濯サイクル後の両方における、上述の代表的な洗濯可能外側
カバーの３つの試料、及び代表的な耐洗濯性外側カバーの３つの試料をそれぞれ評価した
。様々な回数の洗濯サイクル後、これら外側カバーを平らに置いた状態で、（１）外側カ
バーの一方の末端部からもう一方の末端部まで、長手方向中心線に沿って測定される外側
カバーの総長手方向長さ、（２）耳部上の横方向最も外側の点間の後側ウエスト区域の最
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も幅広い部分に沿って測定される、外側カバーの後側ウエスト区域の総横方向幅、及び（
３）外側カバーの後側耳部上の締結要素の縁に沿う最も遠い横方向内側の点間である横方
向幅などのいくつかの重要な寸法を測定した。本明細書に記載する測定方法に従って、こ
れらの寸法を全て測定した。更に、本明細書に記載する試験方法に従って、外側カバーの
弾性レッグバンドの８５％延伸時における弾性力を測定した。最後に、本明細書に記載す
る試験方法に従って、１つの締結要素上の第１の点から、第１の点の横方向向かい側に位
置し他の締結要素上の第２の点まで、外側カバーの後側に沿って、２５％ひずみ（第１の
延伸サイクル）時における全製品後側延伸力を測定した。この試験から得られたデータを
、３つの試料の平均値として以下の表に示す。
【表１】

【００６５】
　表１に示すように、代表的な耐洗濯性外側カバーの寸法は、比較的不変のままであり、
１回の洗濯サイクル後は依然として有用であったが、５回又は１０回の洗濯サイクル後は
約１０％縮んだ。一方、代表的な洗濯可能外側カバーの寸法は、１回の洗濯サイクル後５
～７％の１回限りの縮みを経験したが、その後は少なくとも１０回の洗濯サイクルを通し
て、比較的一定に維持された。
【００６６】
　表１に示すように、代表的な耐洗濯性外側カバーの８５％ひずみ時レッグ部力は、５回
の洗濯サイクル後６０～７０％上昇した。代表的な洗濯可能外側カバーの８５％ひずみ時
レッグ部力は、最初の１０回洗濯サイクルを通して比較的一定に維持された。
【００６７】
　表１に示すように、代表的な耐洗濯性外側カバーの２５％ひずみ時（初回負荷及び初回
負荷除去）全製品後側延伸力は、５回の洗濯サイクル後顕著な減少を経験した。代表的な
洗濯可能外側カバーの２５％ひずみ時（初回負荷及び初回負荷除去）全製品後側延伸力は
、第１の洗濯後の初回縮み後は比較的一定に維持された。代表的な耐洗濯性外側カバーの
全製品後側延伸負荷除去力は、５～１０回の洗濯サイクル後、１．０Ｎより大幅に低いレ
ベルまで５０％以上減少し、一方代表的な洗濯可能外側カバーの全製品後側延伸負荷除去
力は、第１の洗濯後の初回縮み後は１．０Ｎを超えて比較的一定に維持された。
【００６８】
　洗濯サイクルにおいて、外側カバーなどの吸収性物品の構成要素は、以下に示す選択し
たパラメーター及び変法を伴う、ＡＡＴＣＣ（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　Ｔｅｘｔｉｌｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｒｉｓｔｓ）試験法１
２４－２００１の方法に従って、洗濯機で洗浄され乾燥機で乾燥される。
【００６９】



(15) JP 2012-514506 A 2012.6.28

10

20

30

40

50

　ＡＡＴＣＣ試験法１２４－２００１
　ａ）第６項Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ａｎｄ　ｍａｔｅｒｉａｌｓにより、自動洗濯機とし
てＫｅｎｍｏｒｅ　６００（Ｈｅａｖｙ　Ｄｕｔｙ－Ｓｕｐｅｒ　Ｃａｐａｃｉｔｙ　Ｐ
ｌｕｓ－Ｑｕｉｅｔ　Ｐａｋ）を用い、自動回転式乾燥機としてＭａｙｔａｇ　Ｃｏｍｍ
ｅｒｃｉａｌ（例えば、型番ＭＤＥ２７ＭＮＡＣＷ、ＭＤＥ１５ＭＮＡＹＷ、及びＭＤＥ
１３ＭＮＡＣＷ）を用いる。
【００７０】
　ｂ）第６項Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ａｎｄ　ｍａｔｅｒｉａｌｓの記載とは異なり、以下
のバラストを用いる。スレッドカウント６０×６０、重量１５１ｇｓｍ、及び寸法１６．
８メートル（５５’）×９９．１ｃｍ（３９”）の天竺木綿である、Ｔｅｓｔｆａｂｒｉ
ｃｓ，Ｉｎｃ，（Ｗｅｓｔ　Ｐｉｔｔｓｔｏｎ，ＰＡ）のＴｅｓｔ　Ｆａｂｒｉｃ　ｓｔ
ｙｌｅ　４９３。
【００７１】
　ｃ）第６項Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ａｎｄ　ｍａｔｅｒｉａｌｓの記載とは異なり、評価
範囲は第６．７項に従って構成せず、第６．８項の装置を用いない。その代わりに、正常
視力を有する人がはっきりと見える、典型的な人工照明条件（例えば蛍光灯）下で全ての
視覚評価を行う。
【００７２】
　ｄ）第７項Ｔｅｓｔ　Ｓｐｅｃｉｍｅｎの記載とは異なり、試験される構成要素は、（
必要に応じて）吸収性物品の他の部分を完全に除き、（その除去が許す範囲で）その構成
要素を無傷の完全体として試験する。同種の構成要素を３つまで同時に洗濯する。
【００７３】
　ｅ）第８．２．２項の洗濯機洗浄に関して、水の量について洗濯機の「多い」設定を用
い、洗浄温度を３２＋／－３℃（９０＋／－５°Ｆ）に、すすぎ温度を１６＋／－３℃（
６０＋／－５°Ｆ）に選択する。
【００７４】
　ｆ）第８．２．２項の設定に関して、洗浄時間１２分、初回脱水時間６分、再注水時間
４分、すすぎ時間５分、最終脱水時間６分である、Ｎｏｒｍａｌ／Ｃｏｔｔｏｎ　Ｓｔｕ
ｒｄｙを選択する。
【００７５】
　ｇ）第８．３項のＤｒｙｉｎｇに関して、Ｃｏｔｔｏｎ　Ｓｔｕｒｄｙ及びＷｈｉｔｅ
ｓ　＆　Ｃｏｌｏｒｓを選択する。
【００７６】
　ｈ）第８．５項の記載とは異なり、コンディショニング及びプレコンディショニング工
程は行わない。
【００７７】
　ｉ）第９項のＥｖａｌｕａｔｉｏｎの記載とは異なり、これらの評価工程は行わない。
その代わりに、試験される構成要素は当業者により評価され、この試験により、目的とす
る機能性及び／又は用途に好適ではない状態になるような物品の外観又は性能の顕著な劣
化がなかったかを決定する。
【００７８】
　測定方法
　外側カバーの後側ウエスト区域の総横方向幅の測定には、１）外側カバーを水平面上に
内側面を上にして平らに置き、２）定規が外側カバーの横方向中心線に平行方向になる状
態で、外側カバーの上、後側ウエスト区域内に目盛り付き定規を置き（外側カバーを引っ
張ったり伸ばしたりしない状態で）、３）外側カバーの一方の側の最も遠い横方向外側点
から、外側カバーのもう一方の側の最も遠い横方向外側点までの横方向中心線に平行な全
体の直線距離を測定し、４）ミリメートル単位の測定値を記録する。
【００７９】
　外側カバーの締結具間の横方向幅の測定には、１）外側カバーを水平面上に内側面を上
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にして平らに置き、２）定規が外側カバーの横方向中心線に平行方向になる状態で、外側
カバーの上、後側ウエスト区域内に目盛り付き定規を置き（外側カバーを引っ張ったり伸
ばしたりしない状態で）、３）外側カバーの一方の側の締結具の最も遠い横方向内側点か
ら、外側カバーのもう一方の側の締結具の最も遠い横方向内側点までの横方向中心線に平
行な全体の直線距離を測定し、４）ミリメートル単位の測定値を記録する。
【００８０】
　全製品後側延伸力を決定する試験方法
　測定される力がセルの限度の１０％～９０％以内であるロードセルを使用し、コンピュ
ータインターフェース（好適な機器は、ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｅｎ
　Ｐｒａｉｒｉｅ，ＭＮ）から入手可能なようなＴｅｓｔｗｏｒｋｓ　４．０　Ｓｏｆｔ
ｗａｒｅを使用したＭＴＳ　Ａｌｌｉａｎｃｅである）により一定速度の引張り試験機で
全製品後側延伸力を測定する。可動（上方）及び固定（下方）空気式つかみ具の両方に、
２．５４ｃｍ×２．５４ｃｍ（１インチ×１インチ）のダイヤモンド面握り部を装着する
。
【００８１】
　２００％ひずみまで２５４ｍｍ／分の速度で試料を引っ張り、そのひずみで３０秒間保
持し、続いて０％ひずみまで２５４ｍｍ／分で戻すよう、引張り試験機を設定する。６０
秒後、再び試料を２００％ひずみまで２５４ｍｍ／分で引っ張り、３０秒間保持し、続い
て０％ひずみまで２５４ｍｍ／分で戻す。データ受入れ率を１００Ｈｚに設定する。力対
ひずみ％の曲線より、１回目の負荷サイクルにおける２５％ひずみ時及び１回目の負荷除
去サイクルにおける２５％ひずみ時の力（Ｎ）を通知するようソフトウェアを設定する。
【００８２】
　標点距離を、図１に示される長さ１９５に設定する。クロスヘッドをゼロにする。１１
３の近位にある締結具１５４の縁を握り部面の下方縁に合わせて、上方握り部内に試料を
入れ、握り部を閉じる。ロードセルをゼロにする。１１３の近位にある締結具１５４の縁
を握り部面の下方縁に合わせて、上方握り部内に反対側の試料を入れ、握り部を閉じる。
試料は、試料内でたるみが１つもないように、十分な張力下に置かなくてはならない。引
張り試験機のプログラムを開始し、データを記録する。
【００８３】
　１回目の負荷サイクルにおける２５％ひずみ時の力（Ｎ）及び１回目の負荷除去サイク
ルにおける２５％ひずみ時の力（Ｎ）を±０．０１Ｎまで通知する。
【００８４】
　８５％延伸時レッグ部力を決定する試験方法
　測定される力がセルの限度（典型的には１０Ｎ）の１０％～９０％以内であるロードセ
ルを使用し、コンピュータインターフェース（好適な機器は、ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　
Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｅｎ　Ｐｒａｉｒｉｅ，ＭＮ）から入手可能なＴｅｓｔｗｏｒｋｓ　４
．０　Ｓｏｆｔｗａｒｅを使用したＭＴＳ　Ａｌｌｉａｎｃｅである）により一定速度の
引張り試験機で８５％延伸時レッグ部力を測定する。可動（上方）及び固定（下方）空気
式つかみ具の両方に、２．５４ｃｍ×２．５４ｃｍ（１インチ×１インチ）のゴム面握り
部を装着する。標点距離を１００ｍｍに設定し、データ受入れ率を１００Ｈｚに設定する
。
【００８５】
　外側カバー内のレッグ弾性部の２つの末端、つまり、弾性部が接着剤、縫合、又は他の
手段で固定される場所を位置決めする。フェルトペンを用いて、各末端に線を引く。レッ
グカフを完全に延伸するまで延ばし、２か所の印間の延伸した長さを１ｍｍ単位で測定す
る。この長さをカフ長さとして記録する。以下のように延伸度を計算する。
　９５％延伸（ｍｍ）＝（カフ長さ×０．９５）－標点距離
　８５％延伸（ｍｍ）＝（カフ長さ×０．８５）－標点距離
【００８６】
　９５％延伸まで２５４ｍｍ／分で試料を引っ張り、この延伸で５秒間保持し、元のクロ
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し、再び９５％延伸まで２５４ｍｍ／分で引っ張り、この延伸で５秒間保持し、元のクロ
スヘッド位置まで２５４ｍｍ／分で戻す。力（Ｎ）対延伸の曲線（ｍｍ）より、２回目の
回復サイクルにおける８５％延伸時の力を通知するようソフトウェアを設定する。
【００８７】
　標点距離を１００ｍｍに設定し、クロスヘッドをゼロにする。握り部面の下方縁を末端
部の一方の印に合わせて、上側握り部内にレッグカフの一方の末端部を入れ、握り部面を
閉じる。ロードセルをゼロにする。握り部面の上方縁をもう一方の末端部の印に合わせて
、下側握り部内にレッグカフのもう一方の末端部を入れ、握り部面を閉じる。引張り試験
機のプログラムを開始し、データを収集する。
【００８８】
　２回目の負荷除去サイクルから８５％延伸時の力（Ｎ）を±０．０１Ｎまで通知する。
【００８９】
　本開示の実施形態は、洗濯後に適切に機能する再利用可能外側カバーを含む。これらの
外側カバーの設計は、着用可能吸収性物品がたるんだり、着用者から滑り落ちたりするの
を防ぐのに役立つ。その結果、本開示の再利用可能外側カバーを有する着用可能吸収性物
品は、物品が着用者の所定の場所に留まりかつ漏れない傾向があるので付け心地が良く、
見栄えが良く、適切に機能することができる。
【００９０】
　本明細書に開示されている寸法及び値は、列挙した正確な数値に厳しく制限されるもの
として理解すべきではない。それよりむしろ、特に規定がない限り、こうした各寸法は、
列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲との両方を意味することが意図される。
例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図し
ている。
【００９１】
　あらゆる相互参照又は関連特許若しくは特許出願を含む、本明細書に引用される文献は
全て、明白に除外さもなくば限定されている場合を除いて、本明細書中にその全容を援用
するものである。いかなる文献の引用も、それが本明細書において開示され請求されるい
ずれかの発明に関する先行技術であること、又はそれが単独で若しくは他の任意の参照と
のいかなる組み合わせにおいても、このような発明を教示する、提案する、又は開示する
ことを認めるものではない。更に、本書における用語のいずれかの意味又は定義が、参照
により組み込まれた文献における同一の用語のいずれかの意味又は定義と相反する限りに
おいては、本書においてその用語に与えられた定義又は意味が適用されるものとする。
【００９２】
　本発明の特定の実施形態が例示され、記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸
脱することなく、他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には明白であろう
。したがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を、添付の「特許
請求の範囲」で扱うものとする。
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